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ご あ い さ つ

第4回特別展「立正大学の海外調査風 を開催します。立正大学では これまで様々な海外調査を行い、

多大な成果をあげています。

初めに、昭和 41(1966)年 の予備調査を経て、翌年から仏教 ・文学部からなる調査団をネパールに

派遣し、昭和 53(1978)年 、までの 12年間、8回 にわたつて発掘調査を行い大きな成果を挙げている

ティラウラコット遺跡調査について紹介します。

またこのほか立正大学においては様々な研究 ・調査がされていますが、今回の特Яl展では、高村弘

毅氏 (立正大学学長)に よるタクリマカン沙漠の研究について紹介します。中国西部新騒ウイグル自

治区に広がるタクリマカン沙漠の研究は 1989年から立正大学 新彊大学 ・中国科学院からなる合同シ

ルクロー ド踏査隊 (総隊長:高村弘毅)が 組織され、砂漠化の状況や水質資源の利用状況などについて、

タクリマカン沙漠の周辺の調査が行われました。

その他に仏教学部において、フィール ドワークの一環として、1994年から毎年実施されている、海

外研修旅行があります。世界各地に点在する仏教遺跡を中心に、その国の文化 歴史 民族性などを

実体験することを目的に行われているものです。これまでに、チベット(1994年)/中 国 (1995年 )

/北 インド(1996年)/シ ルクロー ド(1997年)/東 南アジア (1998年)/ノ ータン ネパール チベッ

ト(1999年)/イ ンドネシア・ベ トナム タイ (2000年)/西 インド(2001年)/北 インド・ネパール(2002

年)/河 西回廊 シルクロー ド (2003年)/韓 国 (2004年)/北 米 ハワイ (2005年)/南 インド

北インド (2006年)/イ ギリス フランス (2007年)の 国々を視察しており、今回はその成果の一端

を紹介します。

平成 19年 12月

館長 池上 悟

目次

ごあいさつ

1 シルクロードの吉代オアシス衰退の謎

2 仏教文化研修

3 ティラクラコット遺跡の調査

例言

い)こ の図量は平成 19(2007)年 12月 3日 (月)か ら 12月 21日 (金)に 力ヽ すて開催する第 4回特,1展 「立正大学の海外調査展Jの 蜃示

図録として■成した

(2)この国録の編集 作成は 館長の指示により内田勇樹 (辟物鮨争雲員)が 担当した

(3)展示資料については 高壮弘級氏 (立正大学学長 地葦環境科学部歌授)則 武海源氏 (仏教学部 |1教授)松 原典明氏 (文学郎非常勤l■lr)

の協力を得た。



1シ ルクロー ドの
古代オアシス衰退の謎

「天上無鳥飛地上無獣走Jの 名文で紹介された、

想像を絶する乾燥と蒼茫たる礫瀑平原の世界に人類

が政然とり

`ん

だ道、それがシルクロー ド (絲綱之I13)

である。唐の部 長安を起点にして古代ペルシャ

ローマ帝国などの都市へ続く延々 7000キ ロメー ト

ルのシルクロー ドは魅力に溢れている。

歴史の語るところによると、最初にこの地に足を

踏み入れたのは、紀元前 10年 頃に時の武帝の命令

で、当時西城にいたという強力な戦問用軍馬を求め

て進駐した張驀将軍で、その時以来この路は交易路

として発展し、東西文化の交流に大きな役割を果た

してきたのである。僧法顕は印度へ辿る大流砂河を

踏破する道程で その書 f仏回・・LJに 「……沙河中

に熱国あり……水もなく草もなく…上に飛鳥なく下

に走獣なし……屍の枯骨を以て道標となす……Jと

記録している。また、三蔵法1市 玄突が、印度に経

典を求めて f大唐西域記Jを 著し、「東方見聞録J

を著した探検家マルコポーロも通過したであろうこ

の世界一長い道を、 ドイツの地理学者リヒトホーフ

ェン (Ferdinand von Richthofen)が Seidenstrasse

「綱の道Jと 命名した。

この道は 文字どおり中国特産の綱を運んだ隊商

路である。太古にこの道を通つて運ばれた仏典は、

やがて日本に伝来し、仏教教学の原点となり、日本

文化の規範となつて、今日にIIN打つている。

1989年 の夏 同窓会をはじめ多くの同窓各位や

関係諸氏のご支援をいただいて、立正大学 新殖大

学、並びに中国科学院と合同シルクロー ド踏査隊 (総

隊長 :高村弘級)が 組織され、中国新猥ウイグル自

治区のタリム盆地に広がるタクリマカン沙漠周辺を

踏査することができた。

私の専門は水文学ですから、水のない沙漠地帯に

入るのは疑間に思うかも知れませんが この地域に

点在するオアシスに生活する人々と 水との関わり

や沙漠化とどういう関係にあるのかを調査したかっ

たわけである。最初の調査をきつかけに、立正大学

立正大学地球環境科学部

教授 高村弘毅

と新眠大学との間で共同研究の意向があり、両者が

学術交流 研究員の交流研修 研究対象予定地域の

現地調査、等の面で幅広い交流を行つて来た。

その背景を踏まえ、文部科学省研究補助金 基

盤研究 (A)(2)、課題 「タクリマカン沙漠南縁オア

シスにおける水文環境の変イヒと沙漠イヒJ(課 題番号 :

10041086)(研究代表者 :高村弘毅)の 調査研究を平

成 10年度～平成 12年度の 3年 間実施した。

最初の調査から現在までの 15年間の間、チベッ

ト高原北部の水河地帯からタクリマカン沙漠に理も

れた各古代遺跡までの市北方向 西域南道に沿つて

東西方向で点在する現代オアシスの状況について、

水文環境変化の視点からシルクロー ド西域南道の古

代オアシス集落興亡の謎を追求することとした。

しかし、ここでは水文学の展開が本旨ではないの

で、15年間の活動を通して思いつくままのシルク

ロー ド文イヒのオリジナルを紹介したいと思う。

タクリマカン沙漠は、天山山脈、パミール高原、

コンロン山脈 アルチン山脈などの高山に囲まれた

タリム盆地の中心部に広がっている。この沙漠は、

中国では最大 〈わが日本夕1島がすつぱりはいつてしま

う)の 沙漠で、世界的にもサ′ヽラに次いて第二位の

広さを持つ沙漠である。流動砂丘は全体の約 85%

占める。かつてのシルクロー ドの要路とはいえ、ウ

イグル語で f一度入つたら出られない」という意味

を持ち、“死の海"と も呼ばれる。

タクリマカン沙漠地域の自然環境は 乾燥・少雨

強風と非常に厳しい。年間可能蒸発散量は降水量の

何十倍にものぼっており、中国で最も水不足 (年間

750mm)している地域である。

現地調査資料を基に、ホータン、ケリア、チラな

どのオアシス都市の月平均降水量 可能蒸発散量

水分過不足量を計算した結果から、5月 から7月 ま

での間に水不足量がかなり多いことを確認できる。

ものみな死に絶えたかのようなこのFI漠に、水は

流れ、少数ながら勁植物が棲息する。沙漠周辺に点
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在する大小オアシスには数百万人の人々が暮らして

いる。

タクリマカン沙漠南縁における古代オアシス集

落移動の原因に関する多くの研究があるにもかかわ

らず 古代オアシス集落が立地した時代の古水文環

境、特に、河川流量などの具体的資料を挙げて立証

考証した例が極めて少ない。

古代オアシス集落が廃墟化し、移動せぎる得な

くなった過程についての先達諸説の概要を以下のよ

うに類型化した。

「河川流量一定説」

19世紀末から20世紀初頭にかけて行われた Sven

A ledinやMark A Steinの調査により、シルクロ

ード沿いの古代遺跡の位置や規模、年代、集落の状

況などについてかなり明ら力ヽ こされており、考古学

や歴史学上意味深いものがある。しかし 飛砂によ

る理没、流路の変化などについての講述はない。

「自然 人為併合原因説」

黄 (1958)は、古代集落の荒廃には、人為的原因、

ことに河川水の利用状況が重大な影響を与えたこと

を示唆しており、河道変遷による自然的原因と合わ

せて、集落の消滅にはさまざまな要因があることが

強調されている。

「水河影響説J

保柳 0965)は、タリム (Tarim)盆地に流入する

河川の流量変動について、タリム盆地に流入する河

川の水源であるクンルン (Kunlun)山脈やテンシャ

ン (Tianshan〉山脈の水河の消長が密接な関係をも

つているとし、ことにクンルン山脈における水河の

消長はタリム盆地への河川流入量の変動に大きな影

響を与え、特に集水面積が小さい川ではこれが著し

かつたと指摘している (しかし科学的考.■なし)。

「過剰利水説」

夏 ・焚 (1987)は、古代オアシスの位置が変運し

た原因は気候が乾燥化したことによる河り水量の減

少ではなく、人間活動、とくに農業の発展に伴う河

川水量の減少によるものであると述べている。また、

夏 ・贅 (1987)は人類活動の影響で地表水の地域配

分が変化し、上流では取水量が増加し、そのために、

下流では水量が減少し 古代オアシスが滅亡してい

つたことを強調した。

筆者の研究では タリム (Tarim)盆地に流入す

る諸河川沿いの、漢と唐の時代における古代オアシ

ス集落と現在のオアシスの位置から その移動距離

と河り流量変化の関係について、実証的手法により

遺跡時代の古水文環境を復元しようと試みた。

遺跡時代における水文環境の復元の方法は、河

川流量について現在のオアシス集落の地点から恒常

流の終点までの距離と年平均流量の関係から得られ

た回帰式により古河川流量を推測した。

これによると ケリヤ河の現オアシス集落地点

での通過時の流量は現在 224mソ sで あるが、同

川下流の古カラ ドン集落が立地していた過去には

146耐/sあ り、現在より65倍 多かつた。また、ニ

ヤ遺跡のあるニヤ河では 現在より約 8倍 多い

70m`/sの流量が維持され、河道も現在より幅広く変

化に富んでいたことが明らかになった。

カラカシ河の流量は 現在の 697mツ sに 対 し

て、ダンダンオイリク集落が廃墟化する以前には

1318mツsあ り、現在より19倍 多かつた。また、

lLの河川においても同様の傾向が認められることか

ら、タリム盆地の諸河川には全般的に、現在より数

倍～ 10倍の流量があり、分流路も多かつたことが

示唆された。このことから、河川水に依存した集落

が現在確認されている以外にも自分流沿いに砂に理

没した遺跡が存在している可能性がある。

ケリヤ河の場合 河り1水が古代遺跡を含むタク

リマカン沙漠内の主な地,点まで到達するために必

要な最低流量を回帰式により算出した。古タリヤ

河が沙漠を横断してタリム河まで到達していた豊水

時代の流量を推算すると、現ケリヤオアシス地点で

少なくとも現在の 14倍の 321m'/s以上の年平均流

量があり、この時のカラドン遺跡付近の通過流量は

142m3/sであつたことが推定できた。

1999年 7月 20日 ～ 7月 31日 にクリヤ河では最

大流量 395m'/sの大洪水が発生した。この時のカラ

ドン遺跡付近の通過流量は 249m`/sであつたことが

推定される。この程度の規模のPlt水時流量であれば、

理論的には、約 70m`/s IFF度の流量がタリム河に到

達することが可能である。 しかし、現在は巨大な風
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2仏 教文化研1参

仏教学部では、大学で日頃から 文献学を中,き

に計義等で学習したアジア諸地域の仏数の特徴を

より深く理解するため ,イF アジア等の現存す

る仏教遣助:や史跡に赴き、自分の足で口で肌で体

感するフィール トワーク研修調査を行っておりま

司.

仏教は インドに興起し 北はパキスタン ア

フガニスタンを起点にシルクロー ドの東 トルキス

タンを経由し 中ヨ 朝鮮11島を経て日本まで伝

来しました.  方 南はインドからスリランカ

ミャンマーに伝括し、タイ、カンボジア、ラオス

ベ トナム マレーシア シンガボール等の東南ア

ジア諸地域に広まり、最Fl・端のインドネシアまで

仏教文化li盛の足跡を兄ることができます.

これらの諸地域にはそれぞれ列ヽ白の民族 習俗

歴史がル,り 同じに、教でと,ってt,その形lLLには失

に多くのりヽなる|十徴があります。ます これらの

各地域での仏教の特徴 変どの経簿  tl跡  文物

などを大学でしつかりと研究し これをもとに現

地に行つてさらにその地域の仏教を探求するとい

うのがこの研修の日的でもあります。そこには、

机上では把据できない遺跡の大きさや形状 民llk

性 地域性など 実際に現地に赴いてみて体験し

てみないと●1らない多くの内容が含まれており

立正人十″″・II`

(991～20071つ

これが新たな発見となつて研究意欲を増幅させる

ばかりか 学生諸氏には人間観 世界観 ni値 観

の変化 ●確認の機会を与えることとなり、自己

形成にも大きな役吉1 影響を与えています。

1994年にスター トした本ll修制度は、本年で

[4′FHを 迎えます。現在では,也域仏教研究とい

う科口名称で力 ,キ ュラムに組み込まれ  該当

地域の研究をしている専門分コIの教貝力劇J長 とな

り直接指専 指椰 じ 毎年 実に高度の研修内容

となつています。また、一般の旅行では 「行けな

い 兄られなIJ場 所や文物が専門●「究者のネッ

トワークやフランニングにより、行けたり見られ

たりするのもこの研修調査の大きな強みでもあり

ま,.

以 ド 11年 は1にわたるlll修調査地を簡略にま

とめてみくすと、

第 l回 チベ ット

ラサ (ホタラ●殴 チョカン ラモチ●● デ

ブン寺 セラ寺 ノルプリンカ)ツ ェタン (ヤ

ルルン決谷 吐丼11' ユンブラカン)サ ム

イェー寺、シガチェ (タンルンホ■)等 。

第 2回  中国

北京 (llt和li紫 禁城ワ理 長城0)大 同 (■

m● な)llt■ l olll,口1外|`■院)西 安 (慈

キジル石趨での研究発表風景 ■ジル百趣全景と鳩摩羅■像
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思寺 大

“

I II“ 塔 Ⅲ14+)キ .

第 3回  Jヒイン ド

ブッグガヤ ラージキル (1「鷲口 "林 ‖イ:)

す― ラングー ヴァイシャー リ サールナ

ー ト (グメークストゥーバ)バ ナーラス (″

ンジス1沐 の アグラ (タージ マ′ヽ一ル)等 .

"Jロ

 シルクロー ド

敦4(英 11rl嗚 沙 |)、 クチャ (キジルイ1,

クム トライ術 クズルガハ●, スバシ磁

“カシュガル (エイテ ィブール十)ホ ータン (ホ

ータン政城 ユ:[" 白口 )■ .

,5 FI l・ 南アジア

ミャンマー (′ヽガン ヤンゴンのi`迪跡 十眈)

ラオス (ルアンフラバン ビエンチャン′
'ir ll

助| 十1■)、カンボジア (アンコールワント

アンコールトノ、 フノンベンの計,菫跡  ■|■)

タイ (アユタヤ ′ヽンコクの

`ri奎
跡 十院)等 .

第 6回  ブータン ネ′ヽ―ル チベ ット

ツータン (ティンフー■のi者迪跡 十院)ネ

′ヽ一ル (カトマンズ バドガオン ボーダナー

ト■の諸迪跡 ,眈 ) チベ ット (ボタラ■段

セラ■ チョカン ミントリンテ)等 .

第 7ロ  イン ドネシア ベ トナム タイ

イン ドネシア (ボロ′ ドゥールやの計迪助

十院)ベ トナム (フェヽの1イ辿跡 ■眈)

タイ (バンコクのi`,■)■ .

第 811 ,|イ ン ド

アジャンターイ「

`ヽ
 エ ローラ●, オーラ

ンガバー ドイin■  ムンバイ (プリンスオブ

ウェールズⅢl力軒i■)サ ー ンチー仏塔 デ

リー (¬立|,物
"1)年
.

第 9回  Jヒイン ド ネ′ヽ―ル

ナーランダー、ヴァイシャー リ クシナガ

ラ サベー ト (孤|1訃0)マ ベー ト (イ)tillt

シュラヴァスティー)カ ビラヴァストゥ (迦

1■証城)ル ンビニーサ.

第 10回  河
"「
山■ シルクロー ド

クチャ (キンルィi命 クムトライi, クズル●7

′、ィin スパシ故■) トルファン (ベゼクリ

クイ
'' Iil撤

■ 交河畝城 アスターナli■

ll l、牧l_(■ 1喘命 叫,沙口)Ⅲ rllぃ山
`6酉
泉

長樅 武崚)の i′迪跡  十院 悩i引|(11■ ,

●●),1安 の諸遺制: +院 等.

第 11回 ,キヨ

瑞山 公

'1、
■
'‖
ヽの請選跡 +院 .It界

辿,たの海口
'十
の 「高肛版大蔵経J■ .

第 1211 北米 ハワイ

シア ドル ホー トランド サンフランシスコ

ロサンゼルス ホノルルにおける●、教 lr教

(特に 進宗)"軌 の攪茶

第 131司 南インド Jヒインド

チ●・ンナイ眸物館 ナーガルジュナゴング

グンドウッ′`リ アマラヴァティ (以Liイ

ンド)コ ルカタ|ソ物館 ブッダガヤ ラー

ジギル ナーランダー サールナー ト バ

ナーラス (以ロヒイント),.

第 11回 イギリス フランス

イキリス (人,tW物館 ロンドン人|■)フ

ランス (ギメ眸1カ奸 ルーブル眸物姉|))に

1■■'きオ■る シフレクロー ドネンインドυ)丈1勿

経

't,本

の,ll査■.

というlL成を研修調査してきました。

近年ではアジア企域の諸 tF助 ■■´ヽの研修,調

査は ,ヽとより 欧米での仏教■Fi、仏教文物にま

でそのり:修対象を広げています.1/F 教員とキ

4:がlo名 :,参加して実施されるこの●陥 謝●は

11に1:■や資|力 らヽ仏教を理解するのではなく

イ地域のに、教にriに触れ体感することで よつい

っそう仏教文化の深‖1さが
'1,マ
できる充実した内

容となっています.

ス′ヽシ改城

- 5 -

(仏教十部41教に 則武llルt記 )



柄=.F石 窟大仏

致檀莫高目の敦燎ヴイーナス

敦慢具高窟

クムトラ石庖卿 g天 丼図

クムトラ石窟天丼図 クムトラ百晉

- 6 -



3テ ィラウラコット遺跡の調査

ティラウラコッ睫 跡は 立正大学インドネパー

ル仏跡調査団によつて、1967年より1977年にかけ

て 8回 にわたって調査された遺跡です。

当遺跡は釈尊が太子シッダールタとして青年時代

を送り やがて出家を決意したカピラ城跡比定遺跡

の一つです。

カピラ城跡については 5世 紀に波印した法顕の

『高僧法顕伝』 7世紀の玄装の 『大唐西域記』に記

述されています。その所在地については諸説あり、

イギリス人カニンガムのナガル説  ドイツ人フェ

ラーのサーガルハワー説 高橋順次郎 川口意海の

パリガワ説などがあります。ティラウラコット説は、

1899年にインド人ムクルジーによつて唱えられた

説です。

立正大学インド ネパール仏跡調査団によるティ

ラウラコット遺跡の調査の結果、東西約 450m 南

北約 500mで南北に長軸をもつ長方形状を呈する城

塞遺跡で 周囲にはレンガの壁をめぐらし、4つ以

上の門、2つ の貯水池、8つ の適丘を有することが

確認されました。また、N BP(北 方黒色磨研土器)

の出土が確認され、遺跡はマウリヤ朝 (BC4世 紀)

～クシャーナ朝 (AD3世 紀中葉)の 頃であること

が確認されています。そして、地方駐在官の存在を

暗示する銘文資料も出上しており、ティラクラコッ

ト遺跡を含む地域がタライ地方の中心地であったこ

とが明らかにされました。

また、ティラウラコント遺跡と同様にカピラ城跡

比定遺跡にピプラハワー遺跡があります。この遺跡

は 1971年からW.C ペ ッペにより発掘が行われ、

1972年に2個 の舎悧j容器、1973年に東側僧院から

テラコッタ (素焼土製品 )の シール (印章)40点 以

上が発見されました。このシールの中には 「カピラ

ヴァストゥJ銘 が確認されたため、ピプラハワー遺

跡こそカピラ城であるとの意見も出されています。

しかしながら、出上したシールは l～ 2世紀のも

ので移r.l性に富む資料で 遺構は僧院であることか

ら 大規模な城塞で、かつ釈迦時代の上器などがlt

実に出土するティラウラコント遺跡こそがカピラ城

としての可能性が高いと考えられています。

了軍言之  |

::(11
「 ,i‐ ]亀 :

r ′  .

・　
酔

テイラウラコット追跡同辺遺跡分●地図
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四大仏跡とアショーカ王詔勅碑

四大仏跡とは 仏教の開社である釈迦 (B C 463～

380年
一
中村元博十説)に 関連する重要な遺跡で、ル

ンビニー (生誕の地)ブ ッダガヤ (悟りのlL)サ ー

ルナー ト (■初の説法の地)ク シナガラ (入減のIt)

のことです。これらはインドJヒ西部 ネパール南割,

を束流するガンジスリ支流の中流域沿岸に分布して

おり 多くの仏教巡ネL者が訪れています.

アショーカエ詔効碑は マウリヤ王朝第 3代 工

であるアショーカ上 (在位B C 268年頃～B C 232年

頃)の 政策が刻銘された鷹崖■や石柱のことです.

アショーカエは、インド南東部のカリンガ地方を征

ll「xした1寺 その戦間のあまりに悲惨なことに武力に

よる征服をやめ、法による統治を行いました。そし

て 北インドの要地や釈迦の追跡に麻F■や石性を建

立しました。石柱は7mと13m前後のものと2分され

全部で 30本ほどがtlt告されています。そのう

サールナート
(最初の説法の地〉

クシナガラ
(入滅の地)

ち破片も含め 15本が現存しています.石 柱の

上には獅了等の彫刻が置かれ、その下に種々の

動物や法輪が浮き彫りされています。

立正大学大崎校舎には、正門の1嗜段を上がっ

たところに4本 の石柱が建てられており、ll柱

の上には

'―

ルナー ト遺跡出上彫像の複製が

掲げられています.

ルンピユーの

フショーカ王石餞

コーテー ハワーの
アショーカ王3柱

ニガリー サーガルの

アショーカ王5柱

リレンピニー (生誕の地)

フッダガヤ 〈悟りの地)

…, 撃
秘尋~相鶏L

|́,,,● ′●ヽ ら
‐   `|

ティラ,ラ0′●■●

● アン,―カエロ0●|●II'

0 フツ・―力=口。・
16●
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ルンビニー遣跡

ルンビニー遺跡は、1896年にAフ ューラーによっ

てアショーカエの石柱が発兄され択迦生誕の地であ

ることが明ら力」こされました。その後 1898 ni P C

ムケルジー 1930年 代に IBラ ナ 1967イFからは

「ルンビニー,H発プロジェクト」により、 3カ 国か

らなる 「ルンビニー,H発委員会Jが 判ll lされ 197?

年から まネパール考古●lも加1わり発掘調査に着手

しました。その .「果 ルンビニー造助は 出上遺

物などからマウリヤ朝 (BC4～ BC2)力 らヽグプタ

朝 (ADl～ AD6)に かけての造跡であることがl●

認されました。こうした小発掘や整備iをlFて 1993

1■から2003年に力JサてマヤIの 修復を (1オ)全 日本

ヽ
0

_|■
|‐

|   =‐  :

|‐fl
i■
‐|     ■

一一一十一一一一一　・

一

印 百 出ユ 状 況 図

※印石出土状況写ヨ ロ面及びマヤ堂平面 立面図は :ルレビ=―  マヤ堂
の考古学的調査 ,92～ 1"6』 ((ll,全日六仏破4 2∞

'年
)よ りに銀

仏教会が

`,い

ました。マヤ性を解体しその山:ドを発

'1す

ることになり 「坂悟 (元立J:大学文学‖li“m)

が発掘書1当として派遣されました。発掘によリマヤ

十 心部の直 ドから 「●J(,Ocm x 10cm Orさlocm)

印イi標 誕イfと
',表
現されている)力■こ兄されました.

この 「●Jは  アショーカ Eが択迦生誕地を示す標

識として理置されたものと考えられ、その1',切につ

いてはマウリヤ●lとll定されています.

こうしてルンピユー遺跡は 数度の■11調査と4整

備iにより 997年  仏教迪助の聖地としてユネスコ

の世界せ′上に,録 されました

Ｊ
‐́
‐
劇
網
平
勒

」‐
「
‐

マヤ堂平面 立面及び印石出上位置図〔p百出ユ状況

ルンビニー追跡適景 北より
'
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